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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学における英語スピーキング能力の育成を目指して、入学から卒業ま
での長期にわたり、CEFR-Jに準拠した体系的な指導と多面的な評価の一体化を実現するシステムを構築すること
を目的とした。具体的には、入学時の診断的評価として利用可能な個別試験のスピーキングテスト、および学習
支援の指導過程における形成的評価のための、CEFR-Jに基づいたスピーキングタスクを開発し、評価体制および
学習支援内容の構造化を行った。それぞれの評価の結果を指導に活かすことを通して、一貫した到達度指標に準
拠した評価を指導につなげることを試みるとともに、学習成果をeポートフォリオの形で可視化した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study was to create a language teaching and 
assessment system based on CEFR-J, with a focus on improving the English speaking skills of 
university level students, from admission to graduation.  We have developed a speaking test of 
English as a foreign language for admissions purpose as well as speaking tasks for teaching and 
formative assessment.  The attempt was to create a pedagogical cycle of evaluating the students’
speaking skills upon entrance to the university, teaching speaking skills through tasks based on 
CEFR-J, and repeating formative assessment as the students make progress.  The students’ language 
profiles have also been visualized in the form of an e-Porforlio.

研究分野： 第二言語習得、英語教育学

キーワード： 英語スピ―キング力能力　CEFR-J　指導・評価システム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、英語のスピーキング能力の育成基盤の構築に向けて、妥当性の高い診断的・形成的評価
を、指導と一体化させた点にある。個別試験に利用可能なスピーキングテストを開発するために体系的なトライ
アル実験と多面的な検証を行い、CEFRに紐づけされた語彙レベルも考慮して開発されたスピーキングタスクを形
成的評価のために活用した取り組みは、国内に先例が少ない。独自に開発したスピーキングテストは、他大学の
入学試験にも活用され、その社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

 

１．研究開始当初の背景 

 

グローバル化の加速に伴い、英語教育の場においてスピーキング能力の育成が重要視される

中、大学英語教育ではスピーキング技能の指導に重きをおく傾向が高まってはいるものの、スピ

ーキング能力の評価方法は確立されておらず、指導と評価の一体化が実現されていない。加えて、

欧州言語共通参照枠（CEFR: Common European Framework of Reference for Languages）に基づ

いて開発された日本人学習者のための英語到達度指標（CEFR-J）は大学英語教育では十分に活用

されておらず、指導・学習の成果が把握しにくいという課題がある。 

このような状況のもと、入学時の診断的評価を始点とし、授業とそれを補完する学習支援とい

う多面的な指導と、その過程における形成的評価および学年段階ごとの総括的評価を指導に活

かす循環サイクルの構築が必要だと考えた。同時に、これらの評価方法から得た情報を eポート

フォリオに記載することにより学習成果の可視化を促すという、入学から卒業までの長期にわ

たる一貫した育成システムの基盤づくりが必要であると考えた。 

 

２．研究の目的 

 

上述のスピーキング能力の育成基盤の構築を目指して、本研究は、入学時の診断的評価に利用

可能な CEFR-J に準拠したスピーキングテスト、 英語学習支援内容を構造化するために必要な

スピーキングタスク、 および学習支援における形成的評価の 3 点を開発し、これらの評価結果

を記録する e ポートフォリオシステムを導入することを目的とした。研究において構築を目指

したシステムの全容を図１に示す。 

 

 

 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は、吉冨朝子が研究全体を統括し、3つの研究班が連携をとりつつ実施した。第 1班で

は、研究分担者の根岸雅史と周育佳が個別試験に利用できるスピーキングテストを British 

Council と連携して共同開発した。第 2 班は、研究分担者の投野由紀夫・金子麻子（2018-2019



年度）・王ウェイトン（2020-2021 年度）が、CEFR-J に基づく学習支援用タスクを開発し、学習

支援の構造化を行った。第 3班は、研究分担者長沼君主と周育佳が学習支援における形成的評価

手法を開発し、研究協力者の梅野毅とともに、個別試験のテスト結果と形成的評価を記録する e

ポートフォリオシステムの開発を試みた。 

 

(1) 個別試験のためのスピーキングテストの開発（第 1班） 

 2018 年度は、テストの目的、測定する能力、タスク形式、採点基準、実施・採点手順等を含む

テストスペックを策定し、スペックに基づくトライアルテストを作成した。オンラインシステム

に実装したトライアルテストを大学生学習者 90 名と高校生 30 名に実施し、タスクが引き出す

べき言語機能を引き出しているか、難易度は予測と一致するか等を検証した。 

 2019 年度は、開発したスピーキングテストについて、(1)テストを受けて入学した大学生の意

見を収集し検証を行い、 (2) 高校生の感想を基にテスト・モード（コンピュータ対 iPad）の違

いを比較し、(3）受験者の自己報告によって、タスク遂行における準備時間の有効性を調べた。

また、ディスカッションにおける方略トレーニングの有効性を検証するために実験を行った。 

 2020年度と2021年度は、新たに作成したトライアルテスト及びアンケートを50名に実施し、

採点者間信頼性と受験者のテストに対する意見を収集した。また、改訂版トライアルテストと他

の試験の結果の関連性を調べる調査を開始した。 

 

(2) 英語学習支援センター（ELC）におけるスピーキングタスクの開発（第 2班） 

 2018 年度は、ELC が提供する学習支援プログラムの一つであるスピーキングセッションにお

いて利用可能なタスクを開発した。トライアルテストの結果および文献調査を踏まえて、ディス

カッションに適したタスクタイプを洗い出し、タイプごとに学習者の興味に応じたトピックを

基にタスクを考案した。考案したタスクを、スピーキングセッションで活用できる形へと落とし

込み、その利用を開始した。実施後は、新形式のタスクに関し、学生や英語アドバイザーからフ

ィードハックを得た。加えて、CEFR-J に準拠した教材・テストを 27言語において開発するプロ

ジェクト（研究代表者は本科研の研究分担者である投野由紀夫）と連携して、e-learning プロ

グラムの試作版を作成し、①単語学習ソフト（Android or iOS）、②CAN-DO 別フレーズ学習サ

イト、③音声・作文コーパス収集サイトを構築し、このプラットフォームを利用したタスク開発

などへの基盤を作った。 

 2019 年度は、CEFR-J に基づくスピーキングタスク収集用の web インターフェースを設計し、

自動音声認識（サインウェーブ社提供）を用いて、3分程度の発話を録音してサーバーに保存す

るシステムを学内用に構築した。これを用いた CEFR-J スピーキングタスクのプログラム実施

を引き続き検討した。また、スピーキングタスク用の語彙強化プログラムを開発し、再編成され

たセッションにおいて開発したタスクとともに試行する準備を行った。 

 2020 年度は、CEFR レベルに基づいて開発されたスピーキングタスク用の語彙強化プログラム

を実施した。また、再編成された ELC スピーキングセッションにおいて開発したスピーキングタ

スクを試行した。 

 2021 年度は、ELC のスピーキングテストを受験した学習者のスピーキングデータの書き起こ

しを継続して行い、CEFR 判定（人手による）と自動分析（CVLA, English Level Checker）との

比較を行った。話し言葉の英文の CEFR レベル判定と、書き言葉の機械学習モデルとの間に大き

な違いがあったため、改善点を探った。 

 



 

(3) 学習支援における形成的評価の開発（第 3班） 

 2018 年度は、ELC におけるスピーキングセッションを CEFR レベルを参照して位置づけ直し、

レベルに応じたトピック開発及び必要とされる発話機能についての Can-Do リストの開発を行っ

た。また、スピーキングセッションの参加者に毎回 Can-Do リストをもとに目標設定と自己評価

を促し、形成的評価を促進する体制を整えた。さらに作成したウェブ上のスピーキング方略タス

クについての活用に向けて検討を行った。 

 2019 年度は、形成的評価の原型を構築するために、英語学習支援センターで行っているスピ

ーキングセッションを CEFR の記述子に準じてレベル調整し、適切なトピックの選択を行った。

また、B1と B2 のそれぞれのレベルに応じて、言語機能の使用に焦点をあてた形成的評価のため

の自己内省シートを開発した。2018 年度に試行を行った内省シートを継続的に利用し、言語機

能の方略的使用の改善のための明示的なストラテジーセッションを実施した。 

 2020 年度は、スピーキングセッションにおいて形成的評価を試行した。 

 

４．研究成果 

 

（1）本研究の主な成果とその意義 

① 個別試験のためのスピーキングテスト開発と実施について 

本研究で開発された個別試験のためのスピーキングテスト（BCT-S）は、2019 年 2 月に東京外

国語大学国際日本学部の入学試験に導入された。2021 年 2 月には言語文化学部・国際社会学部

を合わせた 3学部に広げて、入学試験に導入される予定であったが、コロナ禍の影響で 2022 年

の導入に延期された。その結果、3学部受験生のテストデータは、本科研期間中に収集すること

が叶わなかった。しかし BCT-S は、他大学の入学試験にも導入されるなど、日本の大学教育に寄

与することができた。 

 BCT-S は、British Council との共同開発によって高い妥当を確保しつつも、日本の英語学習

文脈を想定して作られており、さらに実施しやすい CBT 方式を採用しているなどの点において、

国内で類がない。このようなスピーキングテストの開発は、入試改革と大学英語教育の改革に貢

献するだけでなく、高等英語教育にも優れた波及効果が期待できるため、本研究の社会的意義は

大きい。 

 

② スピーキング指導のためのスピーキングタスク開発および形成的評価について 

 CEFR に準拠したスピーキングタスクおよび形成的評価法を独自に開発し、自律学習支援のた

めに活用した。このような取り組みは国内ではまだ少ない。とりわけ上級学習者用の C1 レベル

を含むタスク開発や、Can-do リストを利用したスピーキング指導の一環としての形成的評価の

手法は、これまで確立されておらず、タスクに特化したルーブリックの開発は前例がほとんどな

い。さらに、当初計画にはなかったが、スピーキング能力の基盤となる語彙強化のために、あら

たに語彙習得プログラムを導入し、語彙レベルを踏まえたタスクの開発と、形成的評価のための

ルーブリックの開発基盤を整えることができた。 

 

③ スピーキング能力の育成基盤のシステム構築および可視化について 

本科研によって、一貫した到達度指標に基づいた、入学から卒業までを見据えての外国語運用



能力の育成基盤はその大枠が構築された。こうした取り組みは、国内外においても前例が極めて

少ない。とりわけ、CEFR-J は主に中学・高校で用いられ始めているものの、大学での応用はま

だ少ない。また、本研究はスピーキング技能の指導と評価の一体化の在り方を検討していく上で、

効果的な学習支援への取り組みに関する基礎資料も提供することができた。本科研によって得

られた知見は、他言語の教育への応用も可能であり、外国語教育へ広く貢献することが期待でき

る。 

 

（2）コロナ禍による研究への影響および残された課題 

 コロナ禍の影響で、スピーキングテスト BCT-S を 3 学部の入学試験に導入するのは 2022 年 2

月に延期された。このため、BCT-S の大規模な実施が本研究期間内にできず、大規模データに基

づくテストの検証作業は課題として残された。また形成的評価の結果を可視化できる ELC 独自

の e ポートフォリオシステムは導入には至らなかった。いっぽうで、語彙強化プログラムを開

発・導入することで、スピーキングタスクの精緻化や、学習者のスピーキング能力の下支えとな

る語彙力を伸ばし、CEFR に基づく語彙レベルのスピーキングタスクの開発と形成的評価の構築

を進めることはできた。さらに研究期間の繰越年度には、スピーキングセッションの発話データ

を収集し、その分析に基づくタスクの整備・改善を進めることができた。 

 また ELC 独自の e ポートフォリオシステムの導入には至らなかったものの、スピーキング能

力を含む 4技能の総括的評価・診断的評価の結果については、大学教育再生加速プログラム（AP）

テーマⅤ「学習成果の可視化と質保証」によって開発され、大学の教務システムに導入された e

ポートフォリオ「たふれこ」に記録するとともに、そのまとめを学修活動履歴書として発行し、

ディプロマ・サプリメントの形で可視化するに至った。 

 今後の研究においては、BCT-S の大規模実施とその検証作業、およびスピーキング能力に及ぼ

す語彙強化プログラムの効果検証を含めたスピーキングタスクのさらなる開発・検証・精緻化を

進め、入学から卒業までを見据えての外国語運用能力の育成のための指導・評価システムの拡充

を行いたい。 
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